
　
第
23
回
白
井
街
か
ど
落
語

会
（
主
催
＝
白
井
落
語
会
／

協
力
＝
Ｎ
Ｉ
Ｓ
ハ
ッ
ピ
ー
倶

楽
部
）
が
12
月
２
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
る
。
会
場
は
、

御
食
事
処
「
む
ら
さ
き
」
（
西

白
井
駅
か
ら
徒
歩
５
分
）
で
、

午
後
２
時
半
分
開
演
（
午
後

２
時
開
場
）
。

　
「
春
風
亭
柳
朝
の
会
」
と

題
し
た
今
回
は
、
柳
朝
の
他
、

橘
ノ
円
満
と
橘
ノ
美
香
も
 

出
演
す
る
。
入
場
料
は
、
一

般
が
２
千
円
で
、
白
井
落
語

会
会
員
（
過
去
１
年
間
に
来

場
し
た
場
合
、
自
動
的
に
会

員
登
録
さ
れ
て
い
る
）
は
千

５
百
円
、
ハ
ッ
ピ
ー
倶
楽
部

会
員
は
15
ポ
イ
ン
ト
。

　
今
年
で
創
立

30
周
年
を
迎

え
た
白
井
市
立
第
三
小
学
校

（
根
３
３
６
・

15
、
近
藤
一

男
校
長
）
が
11
月
17
日
、
同

校
体
育
館
で
記
念
式
典
を
開

催
す
る
。
記
念
式
典
の
後
、

同
校
を
卒
業
し
た
物
ま
ね
タ

レ
ン
ト
、
ホ
リ
（
本
名
＝
堀

裕
人
さ
ん
）
が
講
演
を
行
う
。

　
同
校
は
昭
和

53
年
（
１
９

７
８
）
４
月
１
日
、
白
井
町

立
白
井
第
一
小
学
校
か
ら
分

離
し
て
開
校
、
平
成
13
年
の

市
制
施
行
で
白
井
市
立
白
井

第
三
小
学
校
と
改
称
さ
れ

た
。
 

　
２
年
前
に
は
、
文
部
科
学

省
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、
市
教

委
よ
り
「
学
校
不
適
応
を
起

こ
さ
な
い
学
級
経
営
の
あ
り

方
」
教
育
推
進
校
の
指
定
を

受
け
て
い
る
。
 

　
今
年
４
月
ま
で
市

議
会
議
員
を
務
め
、

文
教
委
員
と
し
て
活

躍
し
た
亀
川
清
人
さ

ん
は
、
ペ
ン
画
家
と

し
て
の
知
名
度
も
高

い
。
11
月
末
か
ら
約

２
週
間
に
わ
た
り
ペ

ン
画
展
を
開
き
、
こ

の
３
年
半
の
間
に
描

き
貯
め
た
作
品

40
点

を
展
示
す
る
。

　
繊

細
な

線
だ
け

で
、
建
物
の
奥
行
き

も
、
木
々
の
繁
み
や

幹
の
肌
合
い
も
見
事

に
描

き
切

る
ペ
ン

画
。
白
と
黒
の
間
に

存
在
す
る
無
数
の
灰

色
が
、
深
み
を
か
も

し
出
す
。
塗
り
な
お

し
が

効
か

な
い
の

で
、
描
き
損
じ
た
時

点
で
ボ
ツ
に
な
る
。

　
細
か
く
て
時
間
の
か
か
る

作
業
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
「
い
つ
の
間
に
か

数
時
間
も
経
っ
て
る
ん
で
す

よ
。
丈
夫
な
目
を
く
れ
た
親

に
感
謝
し
て
ま
す
」
。
右
目

こ
そ
少
し
落
ち
る
が
、
左
目

は

70
歳
を
過
ぎ
た
今
で
も

１
・
５
の
視
力
を
維
持
し
て

い
る
。

　
亀
川
さ
ん
の
画
は
、
す
べ

て
独
学
だ
。
「
幼
い
頃
、
絵

を
描
い
て
親
や
周
り
の
大
人

た
ち
に
見
せ
る
と
、
『
清
ち

ゃ
ん
、
上
手
だ
ね
ー
っ
』
て

褒
め
ら
れ
た
。
嬉
し
い
か
ら
、

ま
た
描
い
て
…
…
子
供
は
褒

め
て
や
ら
な
き
ゃ
い
け
ま
せ

ん
ね
」
と
、
亀
川
さ
ん
は
嬉

し
そ
う
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

る
。

　
亀
川
さ
ん
は
昭
和
９
年

（
１
９
３
４
）

11
月
、
日
韓

併
合
下
の
京
城
（
ソ

ウ
ル
）
で
生
ま
れ
た
。

「
現
地
の
日
本
人
学

校
は
ス
パ
ル
タ
式
で

し
ょ
、
零
下
10
度
に

な
る
ま
で
は
校
庭
で

朝
礼
で
す
。
外
の
寒

さ
は
半
端
じ
ゃ
な
か

っ
た
。
け
ど
、
家
の

中
は
ポ
カ
ポ
カ
。
床

下
暖
房
の
オ
ン
ド
ル

完
備
な
の
で
、
真
冬

で
も
シ
ャ
ツ
１
枚
で

過
ご
せ
ま
し
た
よ
」

　
だ
か
ら
、
終
戦
を

機
に
両
親
の
郷
里
・

鹿
児
島
に
引
き
上
げ

て
き
た
と
き
は
、「
正

直
、
寒
く
て
震
え
ち

ゃ
い
ま
し
た
。
隙
間

風
は
吹
く
し
、
ゲ
タ

履
き
だ
し
…
…
」

　
鹿
児
島
弁
に
も
参

っ
た
。
京
城
で
は

標
準
語
だ
っ
た
の

で
、
鹿
児
島
の
人

達
の
話
し
言
葉
が

ま
っ
た
く
理
解
で

き
な
か
っ
た
。
と

は
い
う
も
の
の
、

子
供
の
耳
は
順
応

が
早
い
。
す
ぐ
に

溶
け
込
め
た
。

　
地
元
の
高
校
卒

業
後
、
役
場
に
勤

め
た
が
、
20
歳
の

と
き
に
思
い
立
っ

て
海
上
自
衛
隊
に

入
隊
し
た
。
パ
イ

ロ
ッ
ト
養
成
コ
ー

ス
の
難
関
を
突
破

す
る
も
、
偵
察
員

の
仕
事
が
面
白
く

な
っ
た
。
腕
を
見
込
ま
れ
、

す
ぐ
に
教
官
に
ス
カ
ウ
ト
さ

れ
る
。
下
総
基
地
に
赴
任
し

て
き
た
の
は
25
歳
の
と
き
だ

っ
た
。

　
３
年
後
、
「
一
生
見
飽
き

な
い
顔
だ
」
と
、
一
目
惚
れ

し
た
満
里
子
さ
ん
と
結
婚
。

３
人
の
子
供
に
も
恵
ま
れ

た
。
昭
和
42
年
に
退
官
し
、

メ
ー
カ
ー
の
下
請
工
場
を
経

営
し
た
。
順
調
に
業
績
が
伸

び
た
の
で
、
２
千
万
円
を
か

け
て
機
械
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

す
る
。
30
年
前
の
こ
と
だ
。

小
さ
な
町
工
場
が
最
新
式
の

機
械
を
導
入
し
た
と
い
う
の

で
、
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
も

視
察
に
来
た
と
い
う
。

　
フ
ル
稼
動
の
日
が
続
い
た

の
で
、
返
済
の
目
途
が
つ
く

と
、
借
金
し
て
迷
わ
ず
２
台

目
を
購
入
し
た
。
「
さ
あ
ー

っ
」
と
い
う
と
き
に
バ
ブ
ル

が
崩
壊
。
一
気
に
注
文
が
減

り
、
工
場
は
存
続
の
危
機
を

迎
え
る
。
妻
の
満
里
子
さ
ん

が
営
業
に
飛
び
回

り
、
仕
事
を
見
つ

け
て
き

て
く

れ

た
。
「
家
内
の
お

陰
で
し
た
よ
。
家

は
二
人
三
脚
で
や

っ
て
き
た
夫
婦
な

ん
で
す
」

　
借
金
で
夜
逃
げ

し
た
居
酒
屋
を
引

き
継
ぎ
、
４
年
ほ

ど
居
酒
屋
を
経
営
し
た
。

常
連
客
と
「
20
世
紀
の
忘

れ
物
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

語
り
合
う
。
そ
れ
が
き
っ

か
け
で
、
「
三
水
会
」
を

仲
間
と
つ
く
る
。
毎
月
水

曜
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
す
る
人
を
招
い
て

話
を
聞
き
、
話
し
合
う
会

だ
。
喜
ん
で
毎
月
の
会
場

も
提
供
し
た
。

　
長
寿
の
家
系
だ
と
い
う

亀
川
さ
ん
、
「
親
父
も
叔

父
さ
ん
た
ち
も
、
み
ん
な

97
ま
で
生
き
て
、
ず
っ
と

ピ
ン
ピ
ン
し
と
っ
た
ん
で

す
わ
」
と
豪
快
に
笑
う
。

「
ま
だ
25
年
あ
る
な
あ
。

何
を
生
き
が
い
に
し
よ

う
？
」
と
自
問
し
、
「
こ

れ
か
ら
は
好
き
な
だ
け
絵
を

描
い
て
い
こ
う
！
」
と
決
め

た
。
富
塚
の
自
宅
敷
地
内
に

は
、
三
男
夫
妻
も
暮
ら
す
。

　
白
井
国
際
交
流
協
会
は
11

月
、
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ
、

大
洋
州
、
ア
ジ
ア
か
ら
来
日

中
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力

機
構
）
研
修
生
を
招
い
て
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
と
交
流
会
を
行

う
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
10

日
（
土
）
午
後
４
時
か
ら
11

日
（
日
）正
午
ま
で
の
１
泊
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
12
名
を

募
集
し
て
い
る
。
研
修
生
は

英
語
を
話
す
が
、
日
本
語
は

で
き
な
い
。

　
11
日
正
午
か
ら
午
後
２
時

半
ま
で
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

で
交
流
会
（
昼
食
つ
き
）
が

催
さ
れ
る
。
参
加
費
無
料
。

交
流
協
会
で
は
、
一
般
か
ら

の
自
由
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

　
研
修
生
ら
は

10
日
、
バ
ス

で
「
房
総
の
む
ら
訪
問
」（
午

前
10
時
半
〜
午
後
４
時
）
を

行
う
が
、
一
般
か
ら
の
同
行

者
も
募
集
し
て
い
る
。
先
着

10
名
で
、
昼
食
つ
き
。
参
加

費
は
無
料
だ
。
問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
は
、
白
井
国
際
交

流
協
会
（
電
話
４
９
２
・
６

６
４
２
／
担
当
・
野
口
）へ
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
ブ
ル

キ
ナ
フ
ァ
ソ
友
好
協
会
」（
松

山
倫
政
理
事
長
）
は
10
月
31

日
、
白
井
第
一
小
学
校
隣
の

畑
で
同
校
生
徒
や
市
民
ら
と

ネ
リ
カ
米
の
稲
刈
り
と
脱
穀

作
業
を
行
う
。
「
今
年
は
白

井
も
ア
フ
リ
カ
並
み
に
暑
か

っ
た
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
豊
作
で
す
」（
松
山
氏
）
。

　
ネ
リ
カ
米
と
同
時
に
植
え

た
サ
ツ
マ
イ
モ
（
紅
あ
ず
ま
）

も
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
そ

の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
も
同

時
に
行
う
。
取
れ
た
て
の
サ

ツ
マ
イ
モ
を
ふ
か
し
て
参
加

者
全
員
で
食
味
す
る
。
作
業

は
午
前
９
時
半
か
ら
。
雨
の

場
合
、
翌
日
に
延
期
。
当
日

の
連
絡
先
は
０
９
０
・
６
５

０
４
・
０
０
０
０
（
松
山
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ろ
い
環
境

塾
（
増
木
豊
理
事
長
）
が
「
み

ん
な
で
平
塚
の
里
に
行
こ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
11
月

１
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
音

楽
会
、
写
真
展
、
絵
画
展
、

秘
密
基
地
づ
く
り
、
里
山
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
行
う
。

し
ろ
い
環
境
塾
の
活
動
内
容

を
多
く
の
市
民
に
知
っ
て
も

ら
い
、
市
民
の
交
流
の
場
に

も
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
 

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
森

の
音
楽
会
」
は
、
10
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
平

塚
の
里
第
３
地
区
（
「
旧
平

塚
分
校
」
隣
）
で
開
催
さ
れ

る
。

　
佐
藤
直
子
（
パ
ー
カ
ッ
シ

ョ
ン
）
、
皆
川
太
一
（
ギ
タ

ー
）
、
Ｋ
a
o
r
u
m
（
ボ

ー
カ
ル
）
、
日
比
野
則
彦
（
サ

ッ
ク
ス
）
の
４
人
が
、
「
イ

パ
ネ
マ
の
娘
」
ワ
ン
ノ
ー
ト

サ
ン
バ
」
「
上
を
向
い
て
歩

こ
う
」
な
ど
を
演
奏
す
る
予

定
だ
。
参
加
費
１
０
０
円
（
保

険
代
等
）
。
雨
天
時
は
、
旧

平
塚
分
校
で
開
催
す
る
。【
問

合
せ
】
電
話
４
９
１
・
０
６

６
０
（
上
西
）

　
白
井
市
芸
能
振
興
会
（
馬

場
崎
隆
二
会
長
）
の
「
秋
の

発
表
会
」
が
11
月
３
日
（
土
）
、

白
井
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
る
。

　
午
前
10
時
（
９
時
半
開
場
）

か
ら
午
後
４
時
頃
ま
で
舞

踊
、
詩
吟
、
民
謡
な
ど
を
披

露
。
入
場
は
無
料
だ
。
　

　
白
井
音
楽
倶
楽
部
（
松
川

輝
雄
代
表
）
が

10
月
14
日
に

主
催
し
た
「
稲
垣
次
郎
ラ
イ

ブ
」
に
は
50
人
以
上
が
詰
め

か
け
、
会
場
に
入
り
き
れ
な

い
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。

　
同
倶
楽
部
で
は
12
月
22
日

に
ク
リ
ス
マ
ス
・
ラ
イ
ブ
を

催
す
。
会
費
は
５
０
０
円
（
飲

食
代
は
自
己
負
担
）
。
【
問

い
合
わ
せ
】
松
川
（
０
９
０
・

８
４
６
０
・
７
３
０
１
）
／

幸
正
（
０
９
０
・
１
８
０
０
・

７
０
０
２
）
　

　
日
本
弁
護
士
連
合
会
所
属

の
弁
護
士
か
ら
要
望
が
あ

り
、
先
の
９
月
議
会
に
「
割

賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
に

関
す
る
意
見
書
」
を
提
出
し

ま
し
た
。
割
賦
販
売
法
と
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
に
関
す
る

法
律
で
す
。
数
年
ご
と
に
見

直
さ
れ
、
改
正
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
今
も
経
済
産
業
省
の

審
議
会
で
審
議
中
。
来
年
の

通
常
国
会
に
上
程
さ
れ
る
予

定
で
す
が
、
今
回
の
改
正
で

は
昭
和
59
年
以
来
の
大
幅
な

改
正
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す

が
、
こ
こ
数
年
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
販
売
で
被
害
を
被
る
人
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
便
利

で
す
が
、
危
険
な
道
具
で
も

あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
下
さ
い
。
そ
の
た
め
に
、

ク
リ
ー
ン
グ
オ
フ
制
度
が
あ

る
の
で
す
。
買
っ
た
商
品
を

返
せ
ば
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約

も
解
約
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
が
、
返
品
し
て
も
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
契
約
だ
け
は
残
る
ケ

ー
ス
が
多
い
の
で
す
。
と
く

に
年
金
暮
ら
し
の
高
齢
者

に
、
支
払
い
能
力
を
超
え
る

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
・
呉
服
等

の
販
売
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
統

計
で
は
、
訪
問
販
売
に
よ
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
被
害
の
相
談
者

が
８
割
を
占
め
、
そ
の
う
ち

70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
７
年

間
で
３
倍
に
も
増
え
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
は
契
約

全
般
を
販
売
業
者
任
せ
な
の

で
、
契
約
に
立
ち
会
い
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
、
販
売
業
者
に

対
す
る
審
査
を
確
立
し
、
登

録
制
に
す
べ
き
で
す
。
イ
ギ

リ
ス
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会

社
と
販
売
店
と
の
共
同
責
任

が
認
め
ら
れ
、
欧
州
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
市
場
は
活
況
を
呈
し

て
い
ま
す
。

　
私
が
提
出
し
た
意
見
書
の

趣
旨
は
、
次
の
通
り
で
す
。

①
顧
客
の
支
払
い
能
力
を
超

え
る
契
約
を
し
な
い
、
②
悪

質
販
売
行
為
に
ク
レ
ジ
ッ
ト

契
約
を
提
供
せ
ず
、
契
約
が

無
効
と
な
っ
た
場
合
は
既
払

い
金
の
変
換
義
務
を
含
む
民

事
共
同
責
任
を
規
定
す
る
、

③
１
〜
２
回
の
契
約
を
適
用

対
象
に
含
む
す
べ
て
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
契
約
を
適
用
対
象
に

す
る
、
④
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社

は
、
販
売
業
者
を
登
録
制
に

す
る
。

　
意
見
書
全
文
は
、
私
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
の
で
、
「
幸
正
じ
ゅ
ん

じ
」
で
検
索
し
て
み
て
下
さ

い
。
こ
の
意
見
書
は
同
僚
議

員
の
理
解
を
得
て
、
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
改

め
て
同
僚
議
員
に
感
謝
！

博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館
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幸
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治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
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幸
正
純
治
の

こ

う

し
ょ
う

　
　 

じ
ゅ

ん

じ

提案箱
続
発
す
る
高
齢
者
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

被
害
に
対
処
す
る
た
め
、 

９
月
議

会
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

亀川清人さん

（ペン画家）

　　　　　　　　　　
　

しっかり施工　安心保証

しろいリフォーム
地域の仲間でつくった

白井市バリアフリー住環境相談会理事
　　 電話０４７（４９２）８００９

春
風
亭
柳
朝
の
会

街
か
ど
落
語
会

白
井
市
芸
能
振
興
会

が
「
秋
の
発
表
会
」

し
ろ
い
環
境
塾
が
旧
平
塚
分
校
隣
で

「
森
の
音
楽
会
」

11月10日

ア
フ
リ
カ
米
の

稲
刈
り
と
脱
穀

白
井
第
三
小
の
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
で

卒
業
生
の
ホ
リ
が
講
演

白
井
音
楽
倶
楽
部

大
盛
況
だ
っ
た

稲
垣
次
郎
ラ
イ
ブ

国
際
交
流
協
会

ホ
ス
ト
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
募
集

我孫子市布佐１-３０-１　TEL(０４)７１０６-１３６９

亀川清人ペン画展
11月27日～12月８日　「ギャラリー芙蓉」

絵は長～い友達
下総航空基地勤務から市会議員へ


